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6月18日（日）に、高浜市芳川町の干潟にて行われた、「高浜の干潟生きもの調査」に三河港湾事務所も参加
しました。

この調査は、郷土の海の環境を保全するために活動をしている「渡し場かもめ会」が主催しており、小・中学
生を対象に干潟の生きもの調査を通じて、干潟の役割や現状について学び、子どもたちに郷土の自然とその保全
について考えてもらうため毎年開催されています。

今年度は、高浜市の小学生を中心とした約150名が参加しました。

調査当日は初夏らしい天気でしたが、子どもたちは干潟に潜むカニや貝などを熱心に探していました。他にも、
ゴカイやハゼなど干潟に生息している生きものが多く見られました。調査後は採集した生きものについて、事務
所職員が解説し、子どもたちは興味津々に採集した生きものの様子を観察していました。

生きもの調査を終えた後には、昼食としてとりめしとあさり汁が振る舞われ、参加者は和気あいあいと食事を
楽しんでいました。

昼食で振る舞われた「とりめし」は高浜市の郷土料理で、明治時代に地場産業として吉浜地区で養鶏業が栄え、
そこで増えた成鶏（廃鶏）を食べる1つの方法として広まりました。今では高浜市民の家庭の味であり、郷土料
理となっています。

この調査を通じて、子どもたちが海の環境について考えるきっかけとなれたら嬉しいです。

カニがいるよ！どこかな？ 採集した生きもの

干潟調査中の様子

生きものを仕分ける様子
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

５月31日（水）に施工業者と三河港湾事務所による工事安全パトロー
ルを実施しました。

工事安全パトロールは、工事の労働災害事故防止のために行われるも
のです。

パトロール当日は、「ワイヤーソー」と呼ばれる高速でワイヤーを回
転させる機械を使って、鉄筋コンクリートでできた防波堤を切断する作
業を実施していました。機械を使用する上で危険な場所に立ち入らない
よう措置がされているか、機械を動かすための電気設備に感電防止・火
災防止の対策がされているか等を確認しました。

また、海上での工事のため、転落の恐れがある場所に立ち入らないよ
う措置がされているか、措置が難しい場合は注意するよう明示がされて
いるか、万が一転落したときのための救命胴衣の着用・救命浮環の準備
がされているか、といった点についても確認しました。

作業状況の確認後、より安全で快適な施工現場となるよう参加者全員
で意見を出し合いました。

三河港湾事務所では、今後も定期的に工事安全パトロールを実施し、
労働災害事故防止に努めてまいります。

工事安全パトロールの様子

工事の施工場所

防波堤

6月6日（火）、14日（水）に豊橋商工会議所が主催する「春のビジネス
パーク」に講師として参加しました。

豊橋南部中学校（6日（火）） 、豊橋東部中学校（14日（水））にて、港湾
の役割や国土交通省の役割、仕事のやりがい等について話すだけでなく、消波
ブロックの小型模型を実際に積んでみることで、港湾の工事の大変さや難しさ
について体験してもらいました。

授業では実際の工事の様子に驚いたり、仕事の大変さについて質問しても
らったりするなど、港湾の仕事・公務員の仕事について関心をもってもらえた
ことをうれしく思いました。

今回の授業を踏まえて、生徒たちが将来何の仕事に就きたいか、何の職種に
興味を持ったのかなど、考える一助になれば幸いです。

三河港湾事務所では、港に関する出前講座や三河港・衣浦港の見学の受け入
れも行っています。興味がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

（お問い合わせ連絡先
電話番号 0532-32-3251、e-mail pa.cbr-info-mikawa@mlit.go.jp）

・ビジネスパーク
豊橋市のキャリア教育の一環として、地域で働く大人たちが職業の内容や地

域における職業の役割、働くことの意義などを中高生に伝え若者が将来を考え
るきっかけを作り、夢の実現に貢献することで未来の地域活性につなげること
を目指しています。

消波ブロックを積む様子

講義の様子
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